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時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会
は
税

理
士
の
資
格
取
得
の
経
緯
や
専

業
や
兼
業
に
と
ら
わ
れ
ず
税
理

士
業
界
に
貢
献
す
る
目
的
で
設

立
さ
れ
た
団
体
で
す
。
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支
援
対
策
会
議
で
は
、
昨
年
中
に
山
川
巽
現
会
長

の
再
選
を
決
め
、
次
い
で
今
年
初
め
に
現
副
会
長
四

名
の
続
投
を
決
定
し
て
い
た
が
、
残
る
副
会
長
一
名

の
候
補
者
決
定
を
二
月
に
持
ち
越
し
て
い
た
。
こ
れ

は
、
拓
く
会
推
薦
基
準
（
本
紙
前
号
に
掲
載
）
に
合

致
す
る
人
を
幅
広
く
推
薦
頂
き
、
当
選
可
能
な
方
を

皆
で
決
め
る
と
い
う
拓
く
会
の
〝
参
加
型
〞
を
実
践

す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
五
人
目
の
副
会
長
候
補
と
し
て
、
拓

く
会
設
立
時
か
ら
の
会
員
で
、
第
一
ブ
ロ
ッ
ク
の

方
々
が
強
く
推
す
岡
田
光
一
郎
会
員
を
全
会
一
致
で

決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
山
川
巽
会
長
候
補
は
税
理
士
桜
友
会
か
ら

も
会
長
候
補
者
と
し
て
推
薦
を
受
け
、
奥
住
寿
、
小

林
武
廣
両
候
補
も
桜
友
会
と
の
共
同
推
薦
で
あ
る
。

　

会
長
候
補

　
　
　

山　

川　
　
　

巽

　
　
（
現
東
京
税
理
士
会
会
長
、
江
東
東
支
部
、

　
　
　
　

登
録
番
号
一
六
〇
一
七
、
拓
く
会
会
員
）

　

副
会
長
候
補
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

　
　
　

石　

田　

通　

野

　
　
（
現
東
京
税
理
士
会
副
会
長
、
渋
谷
支
部
、

　
　
　
　

登
録
番
号
二
六
四
二
七
、
拓
く
会
会
員
）

　
　
　

岡　

田　

光
一
郎

　
　
（
前
東
京
税
理
士
会
常
務
理
事
、
麹
町
支
部
、

　
　
　
　

登
録
番
号
五
二
九
五
六
、
拓
く
会
会
員
）

　
　
　

奥　

住　
　
　

壽

　
　
（
現
東
京
税
理
士
会
副
会
長
、
日
野
支
部
、

　
　
　
　

登
録
番
号
四
二
〇
四
五
、
拓
く
会
会
員
）

　
　
　

神　

津　

信　

一

　
　
（
現
東
京
税
理
士
会
副
会
長
、
四
谷
支
部
、

　
　
　
　

登
録
番
号
四
四
一
九
六
、
拓
く
会
会
員
）

　
　
　

小　

林　

武　

廣

　
　
（
現
東
京
税
理
士
会
副
会
長
、
目
黒
支
部
、

　
　
　
　

登
録
番
号
九
〇
六
七
二
、
拓
く
会
会
員
）

　

以
上
の
六
候
補
者
は
そ
れ
ぞ
れ
今
月
中
に
選
対
組

織
を
立
ち
上
げ
、
四
月
一
日
の
立
候
補
受
付
を
待
っ

て
、
具
体
的
な
選
挙
運
動
を
展
開
す
る
。
選
挙
日
は

四
月
二
十
二
日
（
水
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。　
　
　

Fax

拓
く
会
で
は
、
昨
年
八
月
に
会
則
に
基
づ
き
支
援
対
策
会
議
を
立
ち
上
げ
、
次
期
東
京
税
理
士
会

の
会
長
、
副
会
長
候
補
者
推
薦
に
向
け
毎
月
協
議
を
重
ね
て
来
た
が
、
去
る
二
月
十
三
日
の
支
援

対
策
会
議
に
お
い
て
、
山
川
巽
会
長
候
補
を
は
じ
め
副
会
長
候
補
五
名
の
全
員
が
決
定
し
、
い
よ

い
よ
前
回
同
様
の
全
員
当
選
を
目
指
し
た
準
備
段
階
に
突
入
し
た
。

山川会長を囲む推薦候補者一同　
　　左から岡田、石田、奥住各副会長候補、中央が山川会長
　　神津、小林各副会長候補、右端は金子拓く会会長
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去
る
一
月
十
六
日
の
朝
日
新
聞
一
面
ト
ッ
プ

の
ス
ク
ー
プ
を
皮
切
り
に
、
生
保
不
正
契
約
事

件
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
ア
ク
サ
生
命
保
険
と
三
井
住
友
海
上

き
ら
め
き
生
命
を
主
な
相
手
と
し
て
、
代
理
店

が
多
額
の
販
売
手
数
料
を
目
当
て
に
、
保
険
料

を
立
て
替
え
て
企
業
名
義
で
保
険
に
加
入
さ
せ

三
年
前
後
の
早
期
解
約
で
返
戻
金
を
受
け
取
り

こ
れ
を
再
投
資
し
て
利
益
を
継
続
的
に
生
み
出

す
仕
組
み
が
不
正
契
約
で
あ
る
と
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

　

保
険
料
立
替
え
契
約
は
違
法

　

こ
の
仕
組
み
で
問
題
と
さ
れ
る
点
は
、
保
険

業
法
で
は
保
険
料
を
立
替
え
て
保
険
契
約
を
さ

せ
る
と
、
契
約
の
公
平
性
を
損
い
不
正
の
原
因

と
も
な
る
の
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

業
法
上
は
違
法
性
が
明
確
な
行
為
と
な
っ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　

今
回
の
生
保
不
正
契
約
は
組
織
的
に
行
わ
れ

た
た
め
、
ア
ク
サ
生
命
が
約
一
万
件
、
支
払
っ

た
販
売
手
数
料
は
百
億
円
近
く
に
達
す
る
規

模
と
な
り
、
き
ら
め
き
生
命
は
二
千
件
、
約

十
九
億
円
の
販
売
手
数
料
が
支
払
わ
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
（
マ
ス
コ
ミ
各
紙
）。

　

森
前
会
長
の
同
族
法
人

　
　

み
や
こ
保
険
セ
ン
タ
ー
が
暗
躍

　

生
命
保
険
の
販
売
は
、
代
理
店
を
通
し
て
行

わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ア
ク
サ
生
命
や
き
ら

め
き
生
命
で
も
代
理
店
を
通
じ
て
販
売
す
る
契

約
が
多
い
が
、
今
回
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
金

融
会
社
「
信
和
総
合
リ
ー
ス
」
の
グ
ル
ー
プ
代

理
店
で
あ
る
。
代
理
店
は
保
険
料
を
立
替
え
る

の
で
資
金
を
準
備
す
る
必
要
は
な
い
と
し
て
中

小
企
業
経
営
者
を
勧
誘
、
契
約
が
成
立
す
る
と

信
和
が
保
険
料
立
替
払
い
に
応
じ
、
代
理
店
に

手
数
料
を
支
払
う
。

　

信
和
総
合
リ
ー
ス
は
平
成
12
年
７
月
７
日
に

京
都
市
中
京
区
壬
生
高
樋
町
で
設
立
、
そ
の
後

本
店
を
同
区
烏
丸
通
三
条
下
る
大
同
生
命
ビ
ル

に
移
し
、
平
成
20
年
12
月
２
日
破
産
に
至
る
直

前
に
本
店
を
千
代
田
区
神
田
錦
町
に
移
転
し
、

い
わ
ゆ
る
〝
飛
ば
し
〞
を
計
っ
て
い
る
。

　

こ
の
信
和
の
代
理
店
と
し
て
、
数
多
く
の
不

正
契
約
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
の
が
「
株
式
会

社
み
や
こ
保
険
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。

　

同
社
は
、
平
成
８
年
12
月
「
有
限
会
社
ラ
イ

ナ
保
険
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
設
立
、
平
成
16
年

株
式
会
社
に
組
織
変
更
、
翌
17
年
５
月
に
株
式

会
社
み
や
こ
保
険
セ
ン
タ
ー
に
商
号
変
更
を
し

て
い
る
。
こ
の
間
、
役
員
は
森
金
次
郎
氏
の
一

族
で
占
め
ら
れ
、
事
件
発
覚
直
前
の
平
成
20
年

５
月
に
本
店
を
千
代
田
区
神
田
錦
町
に
〝
飛
ば

す
〞
ま
で
、
森
金
次
郎
氏
の
税
理
士
事
務
所
と

同
番
地
（
京
都
市
左
京
区
岡
崎
東
天
王
町
39
）

が
本
店
で
あ
っ
た
（
左
下
の
全
部
証
明
参
照
）。

　

ま
た
森
金
次
郎
氏
は
、
同
社
の
監
査
役
を
平

成
18
年
３
月
ま
で
勤
め
、
そ
の
後
平
成
20
年
４

月
ま
で
代
表
取
締
役
で
あ
っ
た
。

　

き
ら
め
き
生
命
で
は
、
み
や
こ
保
険
セ
ン
タ

ー
が
関
与
し
た
企
業
向
け
保
険
の
う
ち
２
千
件

が
手
数
料
目
当
て
の
不
正
契
約
だ
っ
た
と
し
て

業
界
団
体
の
運
営
す
る
「
退
職
者
情
報
登
録
制

度
」
に
森
氏
の
妻
を
登
録
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

ア
ク
サ
生
命
関
係
へ
の
み
や
こ
保
険
セ
ン
タ
ー

の
関
与
は
、
き
ら
め
き
生
命
の
比
で
は
な
い
と

言
わ
れ
て
お
り
、
調
査
の
進
展
が
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ア
ク
サ
生
命　

不
正
を
認
め
お
詫
び

　

事
件
が
新
聞
報
道
さ
れ
た
一
月
十
六
日
、
ア

ク
サ
生
命
は
直
ち
に
関
係
方
面
へ
文
書
を
送
り

代
理
店
の
不
正
契
約
を
認
め
、
お
詫
び
と
継
続

調
査
を
約
束
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
森
日

税
連
前
会
長
が
事
件
を
隠
蔽
も
し
く
は
矮
小
化

し
た
く
と
も
、
客
観
的
事
実
は
動
か
し
難
い
の

で
あ
る
。
ア
ク
サ
生
命
の
お
詫
び
文
書
を
抜
粋

し
た
の
で
、
次
の
一
文
を
ご
参
照
願
い
た
い
。

「
本
件
に
つ
き
ま
し
て
、
弊
社
は
、
二
〇
〇
八

年
九
月
、
当
該
代
理
店
の
事
実
上
の
経
営
破
た

ん
に
よ
り
問
題
を
認
識
し
…
…
社
内
調
査
に
よ

っ
て
遺
憾
な
が
ら
こ
れ
ら
の
代
理
店
が
販
売
手

数
料
を
不
正
に
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
不

正
な
募
集
行
為
を
含
む
極
め
て
疑
わ
し
い
行
為

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
…
…
今
後
も
調
査

を
継
続
し
…
…
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。」
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妻
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
登
録

　
　

高
額
和
解
金
で
削
除
さ
せ
る

　

二
頁
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
き
ら
め
き
生
命
は

森
金
次
郎
氏
の
妻
を
不
正
契
約
関
与
者
と
し
て

退
職
者
情
報
登
録
を
行
っ
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
掲
名
し
て
保
険
契
約
事
業
か
ら
排
除
す
る

手
続
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
森
氏
側
が
そ
の
削

除
を
求
め
、
結
局
、
一
億
八
千
万
円
の
手
数
料

返
還
で
、
削
除
す
る
和
解
が
成
立
し
た
と
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
さ
す
が
に
生
命
保
険

協
会
が
異
例
の
厳
重
注
意
と
再
発
防
止
を
、
文

書
で
き
ら
め
き
生
命
に
申
し
渡
し
て
い
る
。

　

森
氏
の
五
億
五
千
万
円
貸
付
は
事
実

　
　
　
　

年
利
十
二
％
の
高
利
回
り
で

　

こ
の
仕
組
み
の
巧
妙
か
つ
不
正
契
約
と
な
る

カ
ラ
ク
リ
は
、
契
約
者
と
な
る
会
社
等
の
名
義

を
借
名
し
保
険
料
を
立
替
え
払
い
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
そ
の
立
替
払
い
と
な
る
源
資
は
、
特

談合会場で作られた
　　いわゆる“連判状”

談合会場の高級料亭前で
　　　　参加者を迎える森氏

定
の
者
の
出
資
で
賄
わ
れ
る
が
、
そ
の
一
人
が

森
金
次
郎
氏
で
、
同
氏
は
五
億
五
千
万
円
を
年

利
12
％
で
運
用
さ
せ
て
い
た
と
い
う
。

　

か
っ
て
森
氏
は
日
税
連
会
長
選
挙
の
都
度
、

有
力
選
挙
人
を
高
級
料
亭
で
供
応
し
連
判
状
で

票
固
め
を
し
た
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の

事
件
で
、
そ
の
事
実
を
示
す
多
数
の
写
真
や
資

料
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
左
上
の
写
真
は
日
税

連
か
ら
ハ
イ
ヤ
ー
を
連
ね
て
談
合
会
場
へ
到
着

の
模
様
を
伝
え
る
う
ち
の
一
枚
、
下
は
連
判
状

と
い
わ
れ
る
も
の
の
一
例
で
あ
る
。
今
回
の
事

件
の
奥
深
さ
が
端
な
く
も
現
わ
れ
て
い
る
。

　

税
理
士
法
違
反
の
責
任
は
重
い

　

い
ま
全
国
の
税
理
士
は
、
協
同
組
合
の
保
険

事
業
な
ど
に
も
協
力
し
た
関
係
で
大
変
な
迷
惑

を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
以
上
に
問
題
な
の
は
、

保
険
業
法
に
違
反
し
て
ダ
ー
テ
ィ
な
事
件
に
手

を
染
め
た
前
会
長
の
信
用
失
墜
行
為
（
法
37
条

違
反
）
で
あ
り
、
企
業
の
名
を
か
た
っ
て
仮
装

に
よ
る
節
税
を
進
め
、
納
税
義
務
の
適
正
な
実

現
に
悖
る
こ
と
（
法
第
１
条
違
反
）
で
あ
る
。

森
事
件
の
真
相
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
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 ・『拓く会』の年会費は 3,000 円です。
 ・郵便振替口座　口座番号　00130-0-648373
　　　　　　　口座名義　時代を拓く税理士の会
 ・普通預金口座　三井住友銀行　新橋支店　
　　　　　　　　口座番号　2008373
　名義上記と同じ（※ 税理士登録番号記入のこと）
　（下記の入会申込書を御記入のうえ
　Fax  03－3572－1445 にて高村総務部長宛まで
　お願いします）

『拓く会』では新たな会員を
募集しています。
またご紹介もお願いします。

 「時代を拓く税理士の会」入会申込書
平成 20 年　　月　　日　　

事務所所在地

支部名

氏名

電話　　　　　　　　　　  FAX

E-mail

入会案内

『
拓
く
会
』
の
動
き

■
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
日

　
『
第
五
回
常
任
役
員
会
開
催
』

　
　

・
次
期
東
京
税
理
士
会
役
員
候
補
者

　
　
　

に
つ
い
て

　
　

・
忘
年
会
報
告

　
　

・
ゴ
ル
フ
大
会
報
告

■　

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
日

　
『
第
四
回
支
援
対
策
会
議
開
催
』

　
　

・
次
期
東
京
税
理
士
会
役
員
候
補
者

　
　
　

に
つ
い
て

■　

平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
二
日

　
『
第
六
回
常
任
役
員
会
開
催
』

　
　

・
次
期
東
京
税
理
士
会
副
会
長
候
補

　
　
　

者
に
つ
い
て

　
　

・
選
挙
準
備
に
つ
い
て

　
　

・
会
費
収
納
に
つ
い
て

　
　

・
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
二
日

　
『
第
五
回
支
援
対
策
会
議
開
催
』

　
　

・
次
期
東
京
税
理
士
会
副
会
長
候

　
　
　

補
者
に
つ
い
て

拓く会ホームページ　http : //hirakukai.com

（必須）

　

去
る
二
月
二
十
日
の
拓
く
会
本
部
合
同
選
対
会
議
の
決
議
を
受
け
て
、
山

川
巽
会
長
候
補
を
は
じ
め
、
五
人
の
副
会
長
候
補
者
の
全
員
が
、
千
駄
ヶ
谷

の
東
京
税
理
士
会
館
に
集
合
、
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
折
に
会
館
屋
上
で
撮
し
た
ス
ナ
ッ
プ
が
左
の
写
真
で
す
。
背
景
の
和

製
エ
ン
パ
イ
ヤ
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
の
よ
う
に
、
真
っ
直
ぐ
に
、
背
す
じ
を
伸
ば

し
た
姿
勢
が
、
こ
れ
か
ら
作
る
新
し
い
執
行
部
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

山
川
会
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
一
期
二
年
の
手
が
た
い
会
務
執
行
が
会
員
の

皆
様
の
広
い
支
持
を
得
て
、
再
度
東
京
税
理
士
会
会
長
へ
の
立
候
補
を
決
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
五
名
の
副
会
長
は
、
山
川
会
長
の
す
す
め
る
参
加
型
会
務
を
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
、
副
会
長
役
を
お
引
き
受
け
下
さ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
副
会
長
は
あ
く
ま
で
も
会
長
を
支
え
、
会
長
の
意
向
を
実
践
し
て
い

く
役
目
が
あ
り
ま
す
。
会
長
を
支
え
ず
、
も
っ
ぱ
ら
批
判
、
不
実
行
の
方
が

副
会
長
に
な
っ
て
は
、
会
務
執
行
に
支
障
を
来
し
ま
す
。

　

私
達
は
、
山
川
会
長
の
下
、
会
務
の
円
滑
な
進
展
を
願
っ
て
、
有
能
、
有

益
、
有
言
実
行
の
副
会
長
を
選
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

■
平
成
二
十
一
年
二
月
十
三
日

　
『
第
七
回
常
任
役
員
会
開
催
』

　
　

・
次
期
東
京
税
理
士
会
副
会
長
候
補

　
　
　

者
推
薦
の
件

　
　

・
選
挙
準
備
に
つ
い
て

　
　

・
拓
く
会
通
信
十
八
号
編
集
に
つ
い

　
　
　

て

　
　

・
理
事
部
会
開
催
に
つ
い
て

■
平
成
二
十
一
年
二
月
十
三
日

　
『
第
六
回
支
援
対
策
会
議
開
催
』

　
　

・
次
期
東
京
税
理
士
会
副
会
長
候
補

　
　
　

者
に
つ
い
て

■
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
日

　
『
第
一
回
拓
く
会
本
部
合
同
選
対
会
議
開
催
』

　
　

・
選
挙
準
備
に
つ
い
て

　
　

・
各
選
対
組
織
に
つ
い
て

　
　

・
日
程
そ
の
他
に
つ
い
て

■
平
成
二
十
一
年
二
月
二
七
日

　
『
第
一
回
本
部
・
各
選
対
合
同
事
務
方

　

会
議
開
催
』

　
　

・
選
挙
準
備
に
つ
い
て　
　


